




















































































　 M 台の同一並列機械と J 個のジョブからなるスケジューリング問題を考える。時間は離散化さ
れており、時刻１から時刻 T までの計画期間 T のスケジュールを考える。 M 台の機械は同一であ
り、 J 個の各ジョブはどの機械でも所与の加工時間 jp ( J,,j ...1= 、 jp は整数)で加工でき、加工
の中断は許されない。各ジョブには納期 jd ( J,,j ...1= )が与えられており、これらジョブの開始時









　ある時刻 t において加工できるジョブ数が機械台数の M 以下であること表すために、時刻 t にお
いてジョブ j が加工中である場合に１、さもなくば０であるような0-1変数 jtδ を導入すると、元の
問題は

















　　　　　　　　 　　　　 　 { } JjdcT jjj ,...,1,0,max =−= (4)
と定式化できる。ここで現れる変数は、開始時刻 jb 、終了時刻 jc (いずれも計画期間 T 内におさ




































　　　　　　　　　s.t.　　 J,..., j,cpb jjj 11 ==−+ (6)












































































　　　　　　　　　s.t.　　　 jjj cpb =−+ 1 (10)








































されている。一方、緩和する制約の選び方を変えたアプローチを Chen et al.[5]が試みている。





































































る。このような緩和によって Chen et al.[5]は子問題を動的計画法(DP)で最適化するアプローチを
採っており、以降の研究では一つの基本形となっている。また、子問題に確率変数が含まれていて
も動的計画法を解く上では障害にならないため、これを利用した不確定要素を含むスケジューリン
グを Luh et al.[14][15]が提案している。
４．１．３　機械毎に分解し一機械問題を解く
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